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歳入

84億
8948万円

地方交付税

32億5751万円

38.4%

町税

19億912万円

22.5%

国・県支出税

9億8025万円

11.5%

町債

7億8110万円

9.2%

諸収入ほか

7億2957万円

8.6%

繰越金

4億6496万円

5.5%

分担金及び負担金

1 億5992万円

1.9%

使用料及び手数料

1 億4599万円

1.7%

繰入金

6103 万円

0.7%

平成２４年度の決算を認定

一
般
会
計
決
算

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計

歳
入
決
算
額
は
、
84
億
８

９
４
８
万
円
で
前
年
度
対

比
３
・
３
㌫
の
減
。
歳
出

決
算
額
は
、
81
億
２
８
７

８
万
円
で
前
年
度
対
比
２
・

２
㌫
の
減
で
し
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
、

３
億
６
０
６
９
万
円
。
歳

入
歳
出
差
引
額
か
ら
翌
年

度
へ
繰
り
越
す
財
源
を
引

い
た
実
質
収
支
額
は
、
３

億
１
１
４
６
万
円
で
し
た
。

主
な
歳
入

　

町
税
は
、
19
億
９
１
２

万
円
で
前
年
度
対
比
１
・

８
㌫
の
減
。
地
方
交
付
税

は
、
32
億
５
７
５
１
万
円

で
前
年
度
対
比
１
・
８
㌫

の
増
。
町
債
（
町
の
借
金
）

は
、
７
億
８
１
１
０
万
円

　

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
を
、
９
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で
の
15
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
24
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
事
業
会
計
の
決
算
、
補
正

予
算
、
条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど
議
案
26
件
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
書
提
出
の
議
案
で
は
、
１
件
を
可
決
（
１
件
は
否
決
）
し
た
ほ
か
、
委
員
会
提
出
の
条
例
改
正

議
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
７
人
が
登
壇
し
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

９月定例会

※
決
算
額
は
、
千
円
以
下
の
単
位
を
切
り
捨
て
て
表
示
し
て
い
ま
す
。

整
地
さ
れ
た
原
町
小
学
校
の
校
庭

▲

平成２４年度の決算を認定



平成２４年度の決算を認定

で
前
年
度
対
比
６
・
１
㌫

の
増
で
し
た
。

主
な
歳
出

　

庁
舎
建
設
基
金
積
立
金

３
億
円
、
合
併
市
町
村
振

興
基
金
積
立
金
２
億
円
、

地
域
に
密
着
し
た
介
護
拠

点
を
整
備
す
る
た
め
の
介

護
基
盤
緊
急
整
備
事
業
補

助
金
１
億
４
５
０
０
万
円
、

原
町
赤
十
字
病
院
運
営
費

助
成
金
２
８
０
５
万
円
、

あ
づ
ま
共
同
霊
園
造
成
工

事
２
９
６
万
円
、
企
業
誘

致
奨
励
金
６
１
２
０
万
円
、

住
宅
新
築
改
修
補
助
金
７

６
１
万
円
、
原
町
小
学
校

校
庭
整
地
工
事
１
１
８
１

万
円
、
太
田
中
学
校
県
道

拡
幅
補
償
工
事
２
４
２
７

万
円
な
ど
で
し
た
。

県
道
拡
幅
補
償
工
事
が
行
わ
れ
た
太
田
中
学
校
前

▲

　平成 24 年度一般会計・特

別会計・事業会計の決算審

査の結果、係数については

正確であり、予算の執行は

おおむね適正かつ効率的に

執行されていること、会計

経理および財産に関する事

務は適正に処理されている

ことを確認しました。

　　　監査委員　角田隆紀

　　　　　　　　茂木恒二

　歳入では、自主財源の確

保、住民負担の公平性を期

する観点から、関係法令に

基づき、滞納額、収入未済

額、不能欠損額の縮減に努

めていただきたい。

　歳出では、各種事業の進

行管理を行って、不用額の

縮減に努め、財源の有効活

用を図っていただきたい。

監査報告

一般会計への審査意見

平成２４年度の決算を認定



給
食
セ
ン
タ
ー

設
計
委
託
料

  

給
食
セ
ン
タ
ー

  

設
計
委
託
料

 

議
員　

中
学
校
統
合
と
給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
は
、
全

く
別
の
事
業
で
あ
る
の
に
、

中
学
校
統
合
費
で
給
食
セ

ン
タ
ー
新
築
工
事
設
計
委

が
。

教
育
課
長　

当
初
予
算
の

設
計
委
託
料
３
０
０
０
万

円
に
含
ま
れ
て
い
た
。

 

企
業
誘
致
奨
励
金

議
員　

今
回
の
決
算
で
は
、

奨
励
金
交
付
の
条
例
制
定

託
料
を
支
出
し
て
い
る
が
、

法
令
に
反
し
な
い
か
。

教
育
課
長 

給
食
セ
ン
タ
ー

新
築
工
事
と
統
合
中
学
校

改
修
工
事
は
、
一
つ
の
計

画
の
中
で
進
め
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
給
食
セ
ン
タ
ー

設
計
委
託
料
を
中
学
校
統

合
費
で
処
理
し
て
も
違
法

で
な
い
と
考
え
る
。

議
員　

給
食
セ
ン
タ
ー
新

築
工
事
設
計
委
託
料
は
、

当
初
の
予
算
説
明
や
予
算

書
へ
の
明
記
が
な
く
、
予

算
措
置
の
な
い
も
の
を
執

行
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る

前
か
ら
立
地
し
て
い
た
事

業
所
が
、
交
付
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
が
。

産
業
課
長　

条
例
、
規
則

に
経
過
措
置
の
規
定
が
あ

り
、
そ
れ
に
基
づ
き
奨
励

金
を
支
出
し
た
。

会　　　計　　　名 歳　入　総　額 歳　出　総　額

一 般 会 計 84 億 8948 万円 81 億 2878 万円

国民健康保険

特 別 会 計

事 業 勘 定 21 億 8965 万円 19 億 9465 万円

施 設 勘 定 8852 万円 8478 万円

後期高齢者医療特別会計 1 億 8995 万円 1 億 8769 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 12 億 9989 万円 12 億 7379 万円

特別養護老人ホームいわびつ荘運営事業特別会計 2 億 2534 万円 2 億 1225 万円

地 域 開 発 事 業 特 別 会 計 1 億 1089 万円 7943 万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 5 億 4134 万円 5 億 3721 万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 5767 万円 5181 万円

収　　　　入 支　　　　出

収　益　的 2 億 394 万円 1 億 8217 万円

資　本　的 1197 万円 1 億 1024 万円

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度

実質公債費比率
１６．６

（２５．０）
１５．３

（２５．０）
１３．９

（２５．０）

将 来 負 担 比 率
１２０．６

（３５０．０）
１１９．２

（３５０．０）
９９．６

（３５０．０）

平成24年度 会計別決算額

平成24年度 水道事業決算

※資本的収支の差は、損益勘定保留資金などで補てんしました。

健全化判断比率の報告がありました

（単位　％）

※括弧内の数値は、 早期健全化基準であり、 当町はその基準を下回ってい
ます。

実質公債費比率とは…借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の大き
さを指標化し、資金繰りの程度を示す指標
将来負担比率とは…地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支
払っていく可能性のある負担等の現時点での残高を指標化し、将来財政を圧
迫する可能性の度合いを示す指標

決
算
書



国民健康保険

　 事業勘定は、 基金残高が１０７０万円と少額のまま

です。

　 加入世帯２６１２戸（加入率 45 ・ 38 ㌫）、 被保険者

４６９９人 （加入率 29 ・ 75 ㌫） でした。

　 国保税の収入済額は４億７０５万円 （収納率 86 ・ ０

㌫）。 不能欠損額は前年度より減少しましたが、 不能

欠損額と収入未済額を合わせて６６２５万円となり、

徴収強化に努力するよう強く要望しました。

　 また、特定健診の受診率が43・44㌫と低下している

ので、 受診率を上げるよう要望しました。

　 施設勘定（国保診療所）は、実質収支額３７３万円。

診療収入は７８１６万円で前年度とほぼ同額でした。

　 東地区の高齢者などを対象とした健康教室に、医師

が講師として年間４回参加したとの報告がありました。

　 今後も町民の健康維持と、 地域に密着した医療活動

を進めるよう要請しました。

後期高齢者医療

　 被保険者は３０２７人です。

　 保険料の収入済額１億２０４８万円、 収入未済額３

８万円でした。

介護保険

　 実質収支額は２６１０万円です。

　 介護給付費準備基金は、 ９９８万円を取り崩し、 年

度末残高５７０９万円となりました。

　 介護保険料の当町の今年度の基準額は、平成 24 年度

より３年ごとの改定の第５期介護保険事業計画により、

年額４万４７００円、 前年度比 29 ・ 94 ㌫増額されまし

た。

　 また、24 年度に整備された小規模特別養護老人ホー

ムにより、 25 年度は保険給付費が増額になるとのこと

でした。

特別養護老人ホームいわびつ荘運営事業

　 実質収支額は１３０８万円。 一般会計からの繰入金

が２５１１万円ありました。

　 設備品として機械浴槽、 コピー機などを購入しまし

た。

　 平成26年度には、運営が指定管理者となり、特別会

計は廃止される予定です。

地域開発事業

　 実質収支額は３７万円。 年度末基金残高は１１００

万円となりました。

　 住宅団地の未販売区画の早期売却や、支出の抑制に

努力することを求めました。

下水道事業

　 実質収支額は４１３万円。 基金から１２１９万円、

一般会計から１億６８１０万円を繰り入れての運営と

なりました。

　 抜本的に歳入、 歳出を見直すための改善策が示され

ることに期待します。

簡易水道

　 実質収支額は５８５万円。 一般会計から７２５万円

を繰り入れて、 運営を維持する状況でした。

　 適正運営のための改善策が示されることに期待しま

す。

水道事業

　 給水戸数４４８０戸、 給水人口１万８４３人で、 共

に減少しています。

　 年度末の未処理欠損金は１９２万円と大幅に減りま

したが、 営業外収益として、 一般会計から２０００万

円の補助金を受けての決算でした。

　 １立方㍍当たり、 供給単価１２９円 37 銭に対し、 給

水原価が１４０円 03 銭かかっています。

　 また、資本的支出の 60 ㌫近くが企業債の償還金となっ

ており、 水道事業の経営改善が求められます。

平成 24 年度特別会計・事業会計決算
　　　　　　　　　　　　　　（委員会審査より）

▲公共下水道  吾妻浄化センター



一般会計補正予算

84億7966万2千円に

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出
を
１
億
１
３
９

６
万
６
千
円
追
加
し
、
総

額
84
億
７
９
６
６
万
２
千

円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
項
目
は
、

下
水
道
費
、
教
育
振
興
費
、

中
学
校
施
設
整
備
費
で
増

額
。
財
源
と
し
て
、
国
庫

補
助
金
、
繰
越
金
な
ど
を

充
て
て
い
ま
す
。

　

烏
帽
子
山
植
林
組
合
議

会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
選
挙
で
、
町
議
会
か
ら

橋
爪
英
夫
議
員
、
佐
藤
聡

一
議
員
、
樹
下
啓
示
議
員
、

山
田
信
行
議
員
、
轟
德
三

議
員
、
茂
木
恒
二
議
員
、

金
沢
敏
議
員
、
青
柳
は
る

み
議
員
、
浦
野
政
衛
議
員
、

一
場
明
夫
議
員
、
菅
谷
光

重
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
25
年
12
月

１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
な
ど
を
審
議
す

る
た
め
の
機
関
を
設
置
し

ま
す
。

■
収
入
印
紙
等
購
買
基
金

条
例

　

パ
ス
ポ
ー
ト
発
券
業
務

に
伴
い
必
要
と
な
る
収
入

印
紙
な
ど
を
販
売
す
る
た

め
の
基
金
で
す
。

■
字
区
域
の
変
更

　

町
営
細
谷
土
地
改
良
事

業
（
三
島
地
内
）
に
伴
い
、

字
を
変
更
し
ま
す
。

■
町
道
路
線
の
廃
止

　

厚
田
～
川
戸
地
内
１
件

　

萩
生
地
内
１
件

■
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

　特別養護老人ホームい

わびつ荘の指定管理者を

決定しました。

　指定管理者＝社会福祉

法人春風会（中之条町）

理事長　南波和憲

　指定期間＝平成 26 年４

月１日から 31 年３月 31 日

まで

いわびつ荘の
　指定管理者を決定

部
改
正

■
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
及
び
各
種
委
員

会
の
委
員
の
報
酬
及
び
報

酬
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

■
町
税
条
例
の
一
部
改
正

■
過
疎
対
策
の
た
め
の
町

税
（
固
定
資
産
税
）
の
課

税
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

■
小
口
資
金
融
資
促
進
条

例
の
一
部
改
正

■
吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
規
約
の
変
更
に

関
す
る
協
議

■
議
会
基
本
条
例
の
一
部

改
正

烏
帽
子
山
植
林
組
合
議
員
を
選
出

改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
統
合
中
学
校
（
現
原
町
中
学
校
）

▲

会　　計　　名 補　正　額 予算総額

一 般 会 計 １億１３９６万円 ８４億７９６６万円

国民健康保険

特 別 会 計

事 業 勘 定 １億６６０６万円 ２２億８３６０万円

施 設 勘 定 ２７３万円 ９７８２万円

介 護 保 険 特 別 会 計 ３７９万円 １４億５４４８万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 １６０５万円 ６億 ７１８万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 １２０１万円 ７３１３万円

平成２５年度　 補正予算一覧

一般会計補正予算   （主なもの）
　下水道事業特別会計繰出金（追加）			   ６６１０万円
　小中学校情報教育機器整備費（追加）		  　　　　３１０８万円
　統合中学校施設整備事業（追加）			  　　　　１５９８万円



　

今
定
例
会
で
は
、
２
件

の
請
願
、
３
件
の
陳
情
を

審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
が
本
会
議

で
報
告
さ
れ
、
次
の
よ
う

に
決
ま
り
ま
し
た
。 

（
提

出
者
名
は
敬
称
略
）

採
択
と
な
り
ま
し
た

（
総
務
建
設
常
任
委
員
会

で
審
査
）

◎
地
元
小
規
模
零
細
商
業

者
へ
の
東
吾
妻
町
公
共
施

設
の
発
注
拡
大
に
関
す
る

陳
情

　

提
出
者　

東
吾
妻
町
公

共
施
設
等
協
力
会　

代
表

者　

茂
木
健
司
ほ
か
３
名

採
択
と
な
り
ま
し
た

（
総
務
建
設
常
任
委
員
会

で
審
査
）

◎
「
森
林
吸
収
源
対
策
及

び
地
球
温
暖
化
対
策
に
関

す
る
地
方
の
財
源
確
保
の

た
め
の
意
見
書
採
択
」
に

関
す
る
陳
情

　

提
出
者　

全
国
森
林
環

境
税
創
設
促
進
議
員
連
盟　

会
長　

板
垣
一
徳

不
採
択
と
な
り
ま
し
た

（
総
務
建
設
常
任
委
員
会

で
審
査
）

◎
国
に
対
し
「
消
費
税
増

税
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

　

提
出
者　

吾
妻
民
主
商

工
会　

永
井
昭
高

　

紹
介
議
員　

金
澤
敏

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た

（
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

で
審
査
）

◎
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
の
導
入
に
関
す
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願
書

　

提
出
者　

群
馬
県
保
育

問
題
連
絡
会　

会
長　

平

石
美
奈

　

紹
介
議
員　

金
澤
敏

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た

（
総
務
建
設
常
任
委
員
会

で
審
査
）

◎
林
業
の
活
性
化
に
対
す

る
陳
情
書

　

提
出
者　

あ
が
つ
ま
森

林
育
成
事
業
協
同
組
合

理
事
長　

入
江
勝
郎

み
な
さ
ん
か
ら
の
請
願
・
陳
情

　議会では、次の意見書を提出

しました。

◎「森林吸収源対策及び地球温

暖化対策に関する地方の財源確

保」のための意見書

【提出先】内閣総理大臣、財務

大臣、総務大臣、農林水産大臣、

環境大臣、経済産業大臣、衆議

院議長、参議院議長

意見書を提出

駅北土地区画整理組合
　 事業開始後 17 年が経過しました。

　 平成 24 年度は、計画された工事がほぼ完成する中で、

組合として最後 （25 年度末に解散の方向） の大きな仕事

である換地処分に向けた事業を進めてきました。

　 歳入総額は９６０９万円、 歳出総額は９５６４万円と

なり、 次年度への繰越金は４５万円でした。

土地開発公社
　 田野原団地２区画、 舞台団地２区画の残地販売に努め

てきましたが、 売却には至りませんでした。

　 平成 24 年度は、収益的収支で８万円の損失、資本的収

支は、 収入、 支出ともに６０００万円となり、 借入金の

借り換えのみでした。

　 現在、 公社解散に向けた事務 （県知事による解散許可

手続き） を進めています。

㈱岩櫃ふれあい公社
　 ホテル （コニファーいわびつ） 経営に移行し、 11 期目

となりました。

　 平成 24 年度の集客実績は、 宿泊が１万２５４０人、 日

帰りが１６７７人でした。

　 事業収支関係では、 売上高が１億４１５６万円のほか、

群馬県が除染対策地域となったことに伴う、 観光業者へ

の損害賠償４０９５万円があり、 純利益は１７５６万円、

当期末の未処理損失は４６１４万円となりました。

 　前期に比べ黒字額を増やしましたが、 これは東京電力

からの損害賠償金によるもので、 未処理損失を考えると、

まだまだ厳しい経営環境にあり、 社の経営体制、 経営改

善策の検討を引き続き行います。

３法人（出資法人等）の平成 24 年度の
経営状況報告がありました

コ
ニ
フ
ァ
ー
い
わ
び
つ

▲



答　
慎
重
に
対
応
し
て
い
く

答　
各
種
公
共
的
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を
検
討

原
町
日
赤
へ
の
助
成
継
続
を

町
民
参
加
の
町
づ
く
り
の
具
体
策
は
何
か

根津光儀議員

須崎幸一議員

　
　

原
町
日
赤
の
経
営
状

況
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

　
　

２
年
間
の
町
政
懇
談

会
の
実
施
結
果
を
み
て
、

認
識
か
。

　
　

厳
し
い
経
営
状
況
で

あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

病
院
の
説
明
に
よ
る
と
平

成
24
年
度
の
赤
字
要
因
は
、

患
者
減
で
、
外
来
１
・
６

㌫
、
入
院
３
・
９
㌫
の
減

少
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

地
域
の
信
頼
回
復
に

向
か
っ
て
経
営
改
善
に
力

を
注
い
で
い
る
。
救
急
車

の
受
入
率
は
昨
年
72
㌫
に

対
し
、
本
年
87
㌫
と
15
㌽

改
善
が
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
努
力
に
対
し
、
従
来
行

わ
れ
て
き
た
施
設
等
整
備

補
助
金
に
つ
い
て
、
本
年

度
も
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

日
赤
運
営
協
議
会
で

病
院
側
の
話
も
聞
い
て
対

応
を
決
め
た
い
。

『
大
戸
診
療
所
「
地
域
再

生
大
賞
」
ノ
ミ
ネ
ー
ト
』

　
　

医
療
法
人
坂
上
健
友

会
、
大
戸
診
療
所
の
活
動

が
、
上
毛
新
聞
よ
り
地
域

再
生
大
賞
候
補
に
推
薦
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
町
長

の
感
想
は
。

　
　

大
戸
診
療
所
の
活
動

に
対
し
て
は
敬
意
を
表
す

る
。

　

医
師
と
住
民
が
主
体
的

に
運
営
し
て
い
る
こ
と
が
、

地
域
医
療
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
に
な
り
得
る
と
し
て
、

地
域
再
生
大
賞
の
本
県
候

補
に
推
薦
さ
れ
た
と
思
う
。

　

運
営
に
対
し
て
助
成
は

行
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
も

考
え
て
い
な
い
。
町
の
保

健
事
業
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
地
元
医
師
会
に
協

力
を
仰
い
で
お
り
、
大
戸

診
療
所
に
も
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

『
医
療
費
抑
制
の
た
め
に
』

　
　

病
気
や
け
が
の
予
防

が
町
民
生
活
の
向
上
や
国

保
運
営
に
と
っ
て
大
切
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
方

策
を
と
っ
て
い
る
か
。

　
　

９
月
補
正
予
算
で
認

め
て
も
ら
っ
た
、
国
保
デ
ー

タ
ー
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
を

保
健
セ
ン
タ
ー
に
導
入
し

て
、
保
健
業
務
に
役
立
て
、

国
保
や
介
護
保
険
の
運
営

改
善
に
も
役
立
て
た
い
。

今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。

　
　

参
加
者
が
昨
年
と
同

じ
で
少
な
か
っ
た
。
今
後

は
ほ
か
の
会
議
と
一
緒
に

開
催
す
る
な
ど
工
夫
し
、

多
く
の
町
民
が
参
加
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。
な
お
、

各
種
公
共
的
団
体
と
の
意

見
交
換
会
も
検
討
し
た
い
。

　
　

萩
生
地
区
の
地
域
活

▲原町赤十字病院



答　
地
域
審
議
会
や
町
民
の

　
　
　
　
　
　

  

理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く

町
村
合
併
以
降
の
不
均
一
行
政
の
是
正
は

一場明夫議員

性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
。

　
　

企
画
課
を
窓
口
と
し

て
、
施
設
完
成
後
の
維
持

管
理
な
ど
に
つ
い
て
、
地

域
住
民
の
活
動
と
協
力
が

得
ら
れ
な
い
か
意
見
交
換

を
し
て
い
き
た
い
。

　
　

三
島
地
区
の
ふ
れ
あ

い
公
園
や
天
狗
の
湯
管
理

運
営
を
核
と
す
る
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
は
。

　
　

ふ
れ
あ
い
公
園
全
体

を
道
の
駅
に
登
録
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。

　

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

町
の
直
営
で
は
な
く
、
指

定
管
理
者
制
度
を
取
り
入

れ
た
い
。

　

ま
た
、
町
の
八
ッ
場
ダ

ム
対
策
協
議
会
下
流
地
域

振
興
部
会
で
は
、
地
元
だ

け
で
な
く
、
町
全
体
を
視

野
に
入
れ
て
組
織
づ
く
り

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
町
で
は
組
織
立
ち

上
げ
に
際
し
、
経
営
や
法

的
対
応
な
ど
の
資
料
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
組
織

化
に
向
け
て
県
の
機
関
へ

の
調
査
・
調
整
を
行
う
。

『
道
路
整
備
の
推
進
は
』

　
　

新
巻
地
区
と
泉
沢
地

区
を
結
ぶ
巡
回
バ
ス
な
ど

が
通
行
で
き
る
よ
う
、
町

道
中
井
・
東
村
線
の
道
路

改
良
の
可
能
性
は
。

　
　

地
域
の
要
望
、
地
権

者
の
了
解
な
ど
が
カ
ギ
と

な
る
。

 
 

　

原
町
東
上
野
の
町
有

地
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、

ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
既

存
道
路
の
整
備
を
。

　
　

過
去
に
大
宮
神
社
側
、

内
野
山
田
川
線
側
、
上
野

側
、
そ
の
他
新
規
路
線
な

ど
を
検
討
し
た
が
、
実
施

　
　

い
ま
だ
行
政
の
不
均

一
が
見
ら
れ
る
の
は
、
是

正
に
向
け
て
、
町
が
努
力

し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
の
か
。

　
　

積
み
残
し
部
分
に
つ

い
て
は
、
で
き
る
も
の
か

に
至
ら
ず
終
わ
っ
た
経
緯

が
あ
る
。
現
状
で
は
難
し

い
。

▼町道中井・東村線

ら
早
急
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。

　
　

区
長
あ
て
の
配
布
文

書
を
、
職
員
２
人
で
配
っ

て
い
る
が
、
１
人
で
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
、
担
当
課
と
十

分
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

病
院
が
進
出
場
所
を

探
し
て
い
る
と
い
う
話
を

聞
く
が
、
町
の
対
応
は
。

　
　

当
町
と
し
て
は
、
必

要
な
資
料
な
ど
は
提
供
し

て
い
る
が
、
具
体
的
な
話

は
な
い
の
で
、
注
意
深
く

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

『
企
業
立
地
の
促
進
を
』

　
　

町
で
は
、
企
業
立
地

促
進
条
例
を
制
定
し
て
い

る
が
、
企
業
立
地
が
具
現

化
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

は
、
専
門
に
取
り
組
む
部

署
が
な
い
か
ら
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
で
は
、
若
者
が

定
住
で
き
る
た
め
の
住
環

境
や
雇
用
の
場
の
確
保
な

ど
、
条
件
整
備
が
で
き
な

い
と
思
う
が
。

　
　

課
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
組
織
横
断
的
な
行
政

運
営
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を

図
り
、
迅
速
・
柔
軟
・
機

動
性
を
備
え
た
組
織
を
目

指
し
、
行
政
改
革
推
進
本

部
の
中
で
検
討
し
て
い
る
。



町政を問う

答　
平
成
26
年
度
中
の
策
定
を
目
指
す

答　
現
段
階
で
の

　
　
　

設
計
の
大
幅
な
変
更
は
考
え
て
い
な
い

次
期
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
時
期
は

統
合
校
舎
に

　
　
食
堂
兼
多
目
的
教
室
を
作
っ
て
は

　
　

第
２
次
集
中
改
革
プ　

ラ
ン
は
、
平
成
25
年
度
で　

終
了
す
る
が
、
進
ち
ょ
く

状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
計
画
ど
お
り
進

め
ら
れ
な
か
っ
た
事
項
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
行
政
改

革
に
お
い
て
未
実
施
の
も

の
や
、
継
続
し
て
改
革
を

進
め
て
い
く
も
の
に
加
え
、

町
政
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
を
捉
え
て
、
目
標
や

重
点
事
項
を
掲
げ
、
目
標

の
数
値
化
や
具
体
的
な
指

標
を
用
い
て
、
各
事
業
の

進
行
管
理
を
行
政
改
革
推

進
本
部
が
中
心
と
な
っ
て

全
課
体
制
で
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

進
ち
ょ
く
状
況
は
、
議

会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、

各
事
業
の
推
進
を
図
っ
て

い
る
。

　
　

第
３
次
集
中
改
革
プ

ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い

る
と
思
う
が
、
い
つ
ご
ろ

案
を
示
す
の
か
。

　

今
後
は
、
ど
の
項
目
を

重
点
と
し
て
進
め
て
い
く

の
か
。
第
３
次
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
目
指
す
方
向
性

は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

　
　

次
期
計
画
は
、
現
行

の
行
政
改
革
大
綱
で
の
目

標
達
成
状
況
や
、
３
年
間

の
実
績
を
検
証
し
た
上
で
、

26
年
度
中
の
策
定
を
目
指

す
。
そ
の
際
に
は
、
町
民

の
意
見
を
広
く
求
め
る
工

夫
も
検
討
す
る
。

　

次
期
計
画
の
目
指
す
方

向
性
は
、
現
行
の
目
標
や

重
点
項
目
を
踏
襲
し
な
が

ら
ま
と
め
る
も
の
と
考
え

る
。

　
　

東
吾
妻
中
学
校
の
校

舎
充
実
に
つ
い
て
、
元
気

臨
時
交
付
金
を
使
っ
て
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
横

か
、
技
術
科
室
の
上
に
各

学
年
の
食
堂
兼
多
目
的
教

室
を
作
っ
て
は
。

　

こ
れ
を
普
通
教
室
の
そ

ば
に
作
る
こ
と
で
、
授
業

の
多
様
化
も
含
め
、
利
用

し
や
す
く
な
る
と
思
う
が
。

　
　

現
段
階
で
の
変
更
は

考
え
て
い
な
い
。

　

元
気
臨
時
交
付
金
を
使

っ
て
の
工
事
は
、
大
き
な

変
更
で
あ
る
の
で
、
学
校

現
場
や
教
育
委
員
会
と
協

議
、
検
討
し
て
み
た
い
。

『
中
学
校
校
舎
跡
地
の
利

用
計
画
は
』

　
　

坂
上
地
区
で
言
え
ば

小
学
校
の
校
舎
は
老
朽
化

し
て
い
る
。
坂
上
中
の
校

舎
を
小
学
校
に
、
坂
上
小

跡
は
一
部
を
こ
ど
も
園
、

そ
の
他
は
診
療
所
な
ど
と

連
携
し
た
安
価
な
サ
ー
ビ

ス
付
き
老
人
用
町
営
住
宅

と
し
て
利
用
し
て
は
ど
う

か
。
各
学
校
と
も
地
域
の

中
心
に
あ
り
、
高
齢
者
と

金澤敏議員

佐藤総一議員



答　
安
心
カ
ー
ド
に
つ
い
て
研
究
、検
討
し
て
い
く

一般質問

子
ど
も
用
救
急
キ
ッ
ト「
子
ど
も
安
心
カ
ー
ド
を
」

幼
児
、
小
学
生
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
や
、
見
守
り

に
有
効
で
は
。

　

ま
た
、
杉
並
区
が
南
伊

豆
町
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
作
る
話
も
あ
る
の
で
、

杉
並
区
と
連
携
し
た
老
人

施
設
も
視
野
に
入
れ
て
は
。

　
　

校
舎
跡
地
の
利
用
計

画
は
、
行
政
改
革
推
進
本

部
で
検
討
し
て
い
く
。

　

坂
上
中
の
利
用
は
、
階

段
の
改
修
な
ど
の
必
要
性

も
あ
り
、
今
後
検
討
し
て

い
く
。

　

坂
上
小
跡
を
こ
ど
も
園

や
町
営
住
宅
へ
利
用
す
る

こ
と
は
、
地
域
の
声
を
聞

き
な
が
ら
総
合
的
に
検
討

す
る
。

　

杉
並
区
と
の
連
携
は
、

負
担
が
な
け
れ
ば
検
討
す

る
。

『
小
学
校
の
統
合
は
』

　
　

小
学
校
は
ギ
リ
ギ
リ

ま
で
地
域
に
残
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
中
学
校

統
合
が
進
む
こ
の
時
点
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
小
学

校
統
合
の
町
民
意
向
調
査

を
お
願
い
し
た
い
が
。

　
　

現
段
階
は
中
学
校
統

合
な
ど
を
優
先
し
た
い
が
、

今
後
、
町
民
の
意
向
を
把

握
す
る
方
向
で
考
え
て
い

き
た
い
。

『
幼
保
一
体
化
は
』

　
　

当
町
の
幼
保
一
体
化
、

特
に
保
育
園
問
題
の
検
討

は
、
緊
急
性
が
あ
る
と
思

う
が
。

　
　

子
ど
も
・
子
育
て
会

議
で
検
討
し
、
平
成
27
年

度
か
ら
５
年
間
の
計
画
で

進
め
て
行
こ
う
と
考
え
て

い
る
。

　

保
育
園
に
つ
い
て
は
、

そ
の
中
で
速
や
か
に
進
め

よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

健
康
管
理
カ
ー
ド
は
、

学
校
に
保
管
し
て
い
る
と

思
う
が
、
安
心
カ
ー
ド
は

緊
急
時
に
救
急
隊
員
に
提

供
す
る
も
の
。
特
に
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
一
刻
を

争
う
と
き
に
必
要
。
消
防

は
日
常
的
に
搬
送
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
る
た
め
全
力
で

当
た
っ
て
い
る
。

青柳はるみ議員

　

緊
急
の
対
応
を
現
場
の

教
職
員
だ
け
に
求
め
る
の

で
は
な
く
、
教
育
委
員
会

や
校
長
、
自
治
体
が
危
機

感
を
強
め
、
取
り
組
む
べ

き
。
保
護
者
は
学
校
統
合

に
よ
り
家
か
ら
遠
距
離
に

な
り
心
配
が
あ
る
。
町
が

一
人
を
大
切
に
す
る
姿
勢

を
示
す
こ
と
で
安
心
の
一

つ
と
な
る
。

　

他
市
で
起
き
た
給
食
時

の
死
亡
事
故
は
、
ど
こ
の

地
域
に
も
あ
て
は
ま
る
こ

と
。
わ
が
町
に
置
き
換
え

て
対
応
を
考
え
る
べ
き
。

　

ま
た
、
給
食
の
際
、
除

去
食
が
必
要
な
子
に
対
し
、

献
立
表
は
必
要
な
も
の
だ

が
、
携
帯
で
献
立
表
が
見

ら
れ
る
よ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
載
せ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

健
康
管
理
カ
ー
ド
で

の
運
用
を
し
て
お
り
、
当

面
こ
の
カ
ー
ド
を
も
と
に

対
応
し
て
い
く
。
今
後
、

安
心
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子

に
対
し
て
は
、
養
護
教
諭
、

栄
養
士
、
担
任
が
情
報
の

管
理
を
し
、
毎
月
対
応
表

を
作
成
し
、
保
護
者
に
確

認
を
取
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

　

献
立
表
は
、
紙
ベ
ー
ス

で
配
布
し
て
い
る
が
、
保

護
者
か
ら
の
要
望
が
あ
っ

た
り
、
必
要
が
あ
る
場
合

は
検
討
し
て
い
く
。

▼坂上中学校



町政を問う
一般質問

答　
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
力
を
尽
く
す

こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営
は

　
　

町
長
就
任
以
来
、
各

年
度
の
予
算
は
、
総
合
計

画
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
人
の
た
め
の
ま
ち
」
を

着
実
に
推
進
す
る
こ
と
を

踏
ま
え
て
の
編
成
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

　

平
成
24
年
第
１
回
定
例

会
の
町
政
一
般
質
問
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
町

に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
誇

り
に
思
え
る
よ
う
な
町
づ

く
り
、
こ
う
し
た
基
礎
を

ま
ず
作
り
上
げ
た
い
と
明

言
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
町
政
運
営

や
執
行
、
町
づ
く
り
の
基

礎
に
関
し
て
、
今
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。
併

せ
て
、
任
期
満
了
に
あ
た
っ

て
の
意
思
は
。

　
　

町
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
行
財
政
改
革
は
、
就

任
当
初
か
ら
町
長
給
与
な

ど
を
削
減
し
、
改
革
へ
の

姿
勢
を
示
し
て
、
執
行
部

と
職
員
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

22
年
度
に
事
務
事
業
評

価
委
員
会
を
設
置
し
、
経

費
と
事
業
の
見
直
し
を
行

い
、
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
町
づ
く
り
を
進
め
、

そ
れ
ぞ
れ
が
実
を
結
び
、

成
熟
す
る
こ
と
で
、
東
吾

妻
町
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
誇
り
に
思
え
る
、
若
い

人
た
ち
が
暮
ら
し
た
い
町

　

９
月
12
日
の
委
員
会
で
、

国
・
県
・
町
の
事
業
計
画

と
進
ち
ょ
く
状
況
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
の
関
係
で
は
、
大
柏

木
地
区
の
骨
材
プ
ラ
ン
ト

造
成
工
事
、
盛
土
造
成
地

に
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

今
、
そ
の
基
礎
が
で
き
つ

つ
あ
る
と
思
う
。

　

各
施
策
が
根
を
張
り
、

枝
を
広
げ
、
大
木
と
な
る

こ
と
が
、
夢
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
豊
か
な

自
然
と
歴
史
、
文
化
を
大

切
に
し
、
活
力
あ
る
東
吾

妻
町
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

や
り
残
し
た
仕
事
も
あ

る
の
で
、
４
月
以
降
も
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

八ッ場ダム対策
特別委員会

線
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
度
予
算
は
、

今
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
97

億
円
が
出
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

県
の
関
係
で
は
、
Ｊ
Ｒ

吾
妻
線
の
１
４
５
号
八
ッ

場
バ
イ
パ
ス
本
線
振
り
替

え
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て

は
、
三
西
地
区
の
事
業
が

平
成
25
年
度
で
す
べ
て
終

わ
り
、
松
谷
地
区
で
は
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
な

お
、
川
原
畑
大
戸
線
道
路

改
良
事
業
は
、
25
年
度
完

了
予
定
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

町
の
事
業
は
、
便
益
施

設
、
十
二
沢
パ
ー
キ
ン
グ

ト
イ
レ
の
工
事
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
公

園
は
、
25
年
度
で
完
成
と

な
り
ま
す
。
町
で
は
、
ふ

れ
あ
い
公
園
５
・
２
㌶
を

26
年
５
月
、
道
の
駅
と
し

て
申
請
し
、
８
月
の
登
録

を
目
指
し
た
工
程
表
を
発

表
し
ま
し
た
。
委
員
か
ら

は
、
Ｊ
Ｒ
吾
妻
線
跡
地
や

吾
妻
渓
谷
に
つ

い
て
、
し
っ
か

り
し
た
計
画
を

立
て
、
観
光
開

発
に
つ
な
げ
て

は
ど
う
か
と
い

う
意
見
や
、
水

力
発
電
計
画
の

有
無
、
水
力
発

電
施
設
へ
の
要

望
な
ど
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

菅谷光重議員

十
二
沢
パ
ー
キ
ン
グ

　
　
　

ト
イ
レ
新
築
工
事

▲
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７
月
25
日
、
委
員
会
を

開
き
、
保
育
所
、
幼
稚
園

の
現
状
に
つ
い
て
、
所
管

事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
開
催
の
前
段
と

文教厚生
常任委員会

な
る
懇
談
会
で
は
、
今
後

の
当
町
の
幼
保
施
設
の
統

合
を
含
め
た
子
ど
も
・
子

育
て
環
境
を
ど
う
進
め
て

い
く
の
か
に
つ
い
て
、
幼

稚
園
長
、
保
育
所
長
、
担

当
課
長
を
交
え
て
意
見
交

換
。
保
育
所
の
老
朽
化
が

進
む
中
で
、
当
町
の
幼
保

一
体
化
も
見
据
え
た
施
設

の
見
直
し
を
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

委
員
会
で

　
　
　
　
　

は
、
そ
の
懇

　
　
　
　
　

談
会
の
内
容

　
　
　
　
　

も
踏
ま
え
て

　
　
　
　
　

議
論
。
国
の

　
　
　
　
　

子
ど
も
・
子

　
　
　
　
　

育
て
支
援
制

　
　
　
　
　

度
も
踏
ま
え

　
　
　
　
　

た
中
で
、
当

　
　
　
　
　

町
の
こ
ど
も

　
　
　
　
　

園
の
あ
り
方

　
　
　
　
　

を
、
委
員
会

　
　
　
　
　

と
し
て
ス
ピ
ー

　
　
　
　
　

ド
感
を
持
っ

　
　
　
　
　

て
調
査
、
研

　
　
　
　
　

究
し
て
い
く

　
　
　
　
　

こ
と
に
な
り

　
　
　
　
　

ま
し
た
。

吾妻郡民体育祭
秋空にさわやかな汗

　第 52 回吾妻郡民体育祭が９月 29 日、

中之条町総合グラウンドを主会場に開催

されました。

　議員らは、玉入れ、ターゲットバード

ゴルフに参加し、さわやかな汗を流しま

した。

消防自動車購入の契約締結を決定
　町消防団第６分団第１部（箱島）に、小型ポンプ積

載自動車を配備します。

　契約金額＝１２４９万５０００円

　契約相手＝温井自動車工業株式会社（高崎市）　

　　　　　　代表取締役　温井捷雄

公園便益施設新築工事の契約締結を決定
　あがつまふれあい公園整備事業の一環として、売店

などを備えた便益施設を新築（三島）します。

　工期は、平成 25 年 12 月 27 日まで。

　契約金額＝５９３２万５０００円

　契約相手＝池原工業株式会社　代表取締役　池原純

第４回臨時会
平成２５年８月１日

▼便益施設の新築工事が進むふれあい公園内

岩
島
保
育
所

▲



�

「
東
吾
妻
町
議
会
の
傍
聴
を
と
お
し
て
学
ん
だ
こ
と
」

中
学
生
が
議
会
を
傍
聴

議会を傍聴してみませんか

　
　

劒
持
　
開
斗
さ
ん

　

今
回
、
議
会
の
傍
聴
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
自
分

た
ち
で
は
真
似
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
議
題
で
の
話

し
合
い
を
行
っ
て
お
り
、

と
て
も
す
ご
い
な
と
、
た

だ
、
た
だ
圧
倒
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

中
学
校
の
統
合
問
題
や

校
舎
跡
地
の
利
用
な
ど
、

自
分
が
ど
ん
な
に
考
え
て

も
及
ば
な
い
こ
と
ば
か
り

で
驚
い
た
し
、
自
分
に
と
っ

て
身
近
な
問
題
で
も
あ
っ

た
の
で
、
も
っ
と
色
々
な

　

東
中
学
校
の
３
年
生
14
人
が
９
月
19
日
、
議
場
に

訪
れ
、
本
会
議
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
総
合
学
習
（
テ
ー
マ
＝
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
）
の
一
環
で
会
議
を
傍
聴
。

議
場
内
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
質
疑
応
答
に
、
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
の
感
想
文
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

こ
と
に
興
味
を
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
積
極
的
に

収
集
・
整
理
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
、

自
分
の
意
見
を
も
つ
習
慣

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
習
慣
を
当
た

り
前
の
こ
と
と
し
て
生
活

で
き
る
こ
と
が
、
大
人
で

あ
る
こ
と
の
条
件
な
の
か

な
と
も
思
い
ま
し
た
。

 
 

私
も
、
中
学
校
３
年
生

と
し
て
遠
か
ら
ず
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
て
い
き
ま

す
。
今
回
の
傍
聴
を
と
お

し
て
そ
の
こ
と
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
大

き
な
収
穫
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

上
原
　
芙
美
乃
さ
ん

　

初
め
て
町
議
会
の
議
場

に
足
を
踏
み
入
れ
て
思
っ

た
こ
と
は
、  

「
こ
の
場
で

私
た
ち
の
住
む
町
、
東
吾

妻
町
の
政
治
が
行
わ
れ
て

い
る
ん
だ
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、
話
し
合

い
の
場
面
で
は
、
平
和
な

町
だ
と
思
っ
て
い
た
東
吾

妻
町
に
も
、
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
少

な
か
ら
ず
あ
る
と
い
う
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

　

議
論
の
内
容
は
、
私
を

驚
か
せ
る
も
の
ば
か
り
で

し
た
。
ま
ず
私
が
驚
い
た

の
は
、
町
長
さ
ん
が
一
人

だ
け
で
議
員
さ
ん
の
質
問

に
答
え
て
い
た
こ
と
で
す
。

私
は
議
場
内
の
人
々
が
、

一
つ
の
意
見
に
対
し
て
自

由
に
考
え
を
出
し
合
っ
て
、

一
つ
の
こ
と
を
解
決
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　

次
に
驚
い
た
こ
と
は
、

一
つ
の
議
題
に
対
し
て
費

や
す
時
間
が
長
い
だ
け
で

な
く
、
内
容
が
濃
く
、
思

い
の
詰
ま
っ
た
時
間
で
し

た
。

　

私
は
、
傍
聴
を
と
お
し

て
議
会
の
内
部
を
少
し
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
私
た
ち
も

選
挙
を
と
お
し
て
東
吾
妻

町
の
政
治
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時

は
、
今
回
傍
聴
し
た
議
会

を
思
い
出
し
、
積
極
的
な

態
度
で
参
加
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

中
学
生
が
議
会
を
傍
聴

　議会の会議は、特別な場合を除き公開されていま

す。

　傍聴の手続きは、役場３階の議会事務局で受け付

けています。

　所定の用紙に住所、氏名、年齢の記入をお願いし

ます。

議会を傍聴してみませんか
次回の定例会は１２月６日開会予定
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夫

菅
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光

重

物品購入契約の締結 14 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8/1

工事請負契約の締結 14 11 2 可 ‐‐

‐

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 8/1

14 8 5 可 ‐‐ ○ ○ ○ × ○ × × × ○ ○ ○ × ○ 9/18

平成24年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

平成24年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

平成24度介護保険特別会計歳入歳出決算認定

平成24年度特別養護老人ホームいわびつ荘運営事業特別会計歳
入歳出決算認定

平成24年度地域開発事業特別会計歳入歳出決算認定

平成24年度下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

平成24年度簡易水道特別会計歳入歳出決算認定

平成24年度水道事業決算認定

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正

子ども・子育て会議条例

特別職の職員で非常勤のもの及び各種委員会の委員の報酬及び
費用弁償に関する条例の一部改正

税条例の一部改正

過疎対策のための町税（固定資産税）の課税の特例に関する条例の
一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

収入印紙等購買基金条例

小口資金融資促進条例の一部改正

平成25年度一般会計補正予算　第３号

平成25年度国民健康保険特別会計補正予　第２号

平成25年度介護保険特別会計補正予算　第１号

平成25年度東吾妻町下水道事業特別会計補正予算　第２号

平成25年度東吾妻町簡易水道特別会計補正予算　第２号　

特別養護老人ホームいわびつ荘の指定管理者の指定

字区域の変更

町道路線の廃止

吾妻広域町村圏振興整備組合規約の変更に関する協議

国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める請願書

地元小規模零細商業者への東吾妻町公共施設の発注拡大に関す
る陳情

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保の
ための意見書採択」に関する陳情

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」
のための意見書

道州制導入に断固反対する意見書

議会基本条例の一部改正

14 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 11 2 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 9/18

14 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ‐‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 12 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/6

14 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/6

14 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/6

14 1 12 否 × × × × × × × ○ × × × × × 9/18

14 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

14 6 7 否 ○ ○ ○ × ○ × × × × ○ × × ○ 9/18

14 13 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/18

議 案 な ど の 審 議 結 果

議

決

結

果

議

決

日

第４回 臨時会 平成２５年８月１日

第３回 定例会 平成成２５年９月５日～１９日

議案名等 議員名簿

出
席
者
数

投

票

数

賛

成

反

対

平成24年度一般会計歳入歳出決算認定

可 ･･･ 可決、 否 ･･･ 否決、 ○ ･･･ 賛成、 × ･･･ 反対、 欠 ･･･ 欠席、 退 ･･･ 退席
議長は採決に加わりませんので 「 ‐ 」 で表示しています。 （議長　1 番）
※ ･･･ 地方自治法第 117 条により、 本人除斥。
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９
月
16
日
の
台
風
18
号

の
被
害
に
よ
り
、
東
総
合

運
動
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

冠
水
し
た
と
の
こ
と
で
、

現
場
を
見
て
き
ま
し
た
が
、

京
都
等
で
も
大
被
害
、
今

年
は
「
経
験
の
な
い
大
雨
」

に
よ
る
異
常
気
象
が
特
に

多
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
は
、
24
年

度
の
決
算
議
会
で
粛
々
と

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
、

い
わ
び
つ
荘
の
指
定
管
理

者
決
定
や
、
東
中
学
校
３

年
生
の
本
会
議
傍
聴
と
い

う
新
鮮
な
出
来
事
も
あ
り

ま
し
た
。

　

６
月
議
会
か
ら
広
報
委

員
に
な
り
、
わ
か
り
や
す

い
紙
面
づ
く
り
に
大
変
苦

労
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

広
報
委
員　

佐
藤
聡
一

編
集
後
記

まちの声

　  「ヒュ～ルルルルルー　ドッカァ～ン！」

「うぉ～！」。

　奥田地区２０１３年の幕開けは、日本一小さ

い花火大会で始まった。

　この地区はご存じのとおり、全戸数約６０と

いった東吾妻町内では大変小さな地区。ここで

平成19年２月、『おーくだけの会』という少年

の心を持った男性の会が立ち上がった。最初は、

１０００円の会費で、公民館での一杯を楽しみ

に集まっているのだと思っていましたが、ただ

の“のんべい”ではなかった。

　まずは、平成19 年大晦日から奥田地区に唯一

ある白鳥神社の初詣を賑わそうと『初詣を賑や

かにする会』を企画。大晦日の午後から集まり、

甘酒・焼き鳥・焼きまんじゅう・おでんの仕込

みから会場づくりに精を出し、子ども向けのく

じなども準備して参拝者に無料で振る舞った。

最初は塩っぱい甘酒もあったが、本職顔負けの

出来栄えだった。その資金は、会員が一戸一戸

訪問して寄付を募った。それまで 20 ～ 30 人程

度の参拝者だったが、奥田地区以外からも訪れ

るようになり、平成 24 年正月は１００人ほどの

参拝者で大盛況となった。

　ところが、これだけでは終わらなかった。昨

年の地区運動会の慰労会で、『おーくだけの会』

の方から「カウントダウン花火はどうだろう？」

と聞かれた。酔った勢い？資金面は？安全面は？

といった私の心配をよそに、日を追うごとに話

は現実化されていった。資金面では、すでにこ

れまでの寄付金の残金を貯めて必要最低限の目

標金額に達したが、さらに近隣地区にチラシを

配布し寄付を呼びかけた。安全面では、消防署

や花火師などと念入りに打合せがされた。ここ

までやってくれれば、住民として絶対に盛り上

げるしかありません。そして平成 25 年の幕開け

は、言うまでも無く一発目の花火とともに参拝

者の心が一つになった。

　住民の心を一つにしてくれる花火大会。小さ

な力でもこれだけのことができることを証明し

てくれた花火大会。地元に根ざした活動が住民

の心を一つにし、地域を活性化してくれている

と実感した。

三枝　寿子さん（奥田）

地域の活性化


